
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  気仙沼南郷地区の追悼一周年復興イベ 

ントが６月９日、１０日と行なわれま 
した。秋田が誇るバンド「ＢＲＯＮＺ 
童心」の被災地慰問音楽ライブを午前、 
午後の２回公演と大川でのカヌーによ 
る灯篭流しや慰霊カヌー、交流会を目 
的とした秋田のカレー専門店「サビナ」

のカヌーの炊き出しや癒しヒーリングも行なわれ、また「ベルベル人」による太鼓演奏、遊学舎企画の「行って見

て応援団」も同時開催するなど、この２日間はエキサイティングなイベントになりました。また秋田学生復興支援

ネットワークの皆さんも２０名ほど駆けつけ、近くの仮設住宅の草取りや、住民との語らいに時間をさいて大変喜

ばれていました。ただあいにくお天気に恵まれず、小雨の中皆さんずぶ濡れのようで、それでも地域の方との触れ

合いを大切に活動しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

灯篭慰霊カヌーと１０日の体験会の様子です。 
 

パドラーズのメンバーはカヌーの準備 
もあり、大島の民宿に泊まりましたが、 
フェリーで港に着いたらやはり岸壁が 
１メートルも沈下していました。少し 
ずつではありますが以前に戻りつつあ 
りますが、津波の爪あとがいたるとこ 
ろにあるのが被災地の現状です。 

                                  宿泊した朝のメンバーの寝姿です。 
                
 
 
 
 
 
 
 
南郷でのイベントの際は快く会場として 
提供してくれるムザファーさんと中村理 
事です。カレーの炊き出しもこちらで行 
ないました。地域の方と秋田から行った 
パドラーズのメンバーと被災地の方が一 
緒に地域を盛り上げようとしている姿は、 
こどもの笑顔に支えられることで、被災地という特別な地域でないということがひしひしと沸きあがってきます。 
 

たくましく生きようとする人、仮設や地域で引きこもる人と極端なドラマが 
そこにあります。早く早く、仕事が出来る環境作りをすることが町の再生に 
は一番のように思います。道路や堤防が出来、高台に町が移転できたら、そ 
こに住民が誰もいなくなっていた。なんてことが起きないように、私達は継 
続的に小さな力での支援が長く必要と思います。  
 
今パティオの中庭では１２年目になります「トワイライトリレーコンサート」 

が行なわれています。ブロンズの被災地でのバンド演奏もトワイライトの音楽イベントも、人の心をやさしくさせ、

また勇気与え、楽しませてくれる音楽のもつ力は絶大です。そんな音楽を聴ける私たちは幸せです。 


